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ありがとう。ニュージーランド

ED　橋本　忠幸

杖をついている人が、お年寄りが親身に　　寿司を作っての料理交換。軽飛行機に乗
なって案内をしてくれた今回、さよならパ　　っての空中散歩。乗馬。汽車の旅。市長の
－ティーの最後は特に胸にジーンと来た。　　メッセージ交換とレセプション。いずれも

杖が離せないのに、椅子から立ち上がって　　初めての印象に残る体験だった。
全員が手を繋ぎ、歌を唄い一緒にダンスを　Waikato，Manawatuの皆さん、大変お世話

踊ってくれた。うれしい
一瞬。初めてのED、何

度もメールを出し、うる

さがられたのではない

だろうか。英語が苦手な

私が代表スピーチ。原稿
を読んだので、途中で詰
まって、皆さんをはらは

らさせる事はなかった
が、New Zealandの皆

さんには下手な発音で、

になりました。素晴らしい

老後生活、大いに参考にな
ります。Ambassadorの皆

さん、協力ありがとう。「時

間を守ってくれて助かる」
「後片付けはよく協力し

てくれる」とNewZealand

の人が話しているのを聞

きました。渡航準備でお世
話になった役員の皆さん、
ご指導ありがとうござい

理解出来ただろうか。そんな心配も最後の　　ました。おかげでとても楽しい交換が出来
全員の踊りが消し去ってくれた気がする。　　ました。
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〃肋toクラブ勧臓7　j棚〃栃か一名的

交換プログラム

3月16日 �Hom冊00到着、　ウェルカムアフターヌーンティ 

17日 �果樹園訪周、料理交換会、植樹、サプライズ（軽飛行筏1本験） 

18日 �市長訪周メッセージ交換、KiwiHOUSE昇華、CoIiedge訣周 

19日 �フリーデイ 

20日 �Rotoruo観光 

21日 �フリーデイ 

22日 �ForeweiIBBQ　パーティ 

23日 �電卓でMonowotuへ出発 

ウエル方ム779蓉－ツ書で



日吉＿ ��∴I、 　　一∴∵「一隻十一．∴∴ 

1 ，ここ」二二〇 ��� 

」＆：喜連 ��＼＝i �師事窪義聾∵「1－ 
聖二霊園園田音曲　I 

i　鵬－生母奪 　」三上∴㍉ ���　語頭軽潮音墨書際・ 滝翻観戦→i ��一」、 
∴ 極 ∴ �∴「・‾＼　　　　　　‾‾’‾帝　　．ェ＿．＿。＿＿ 

‾一∴∴：∴∴∴∵千言「 ��� 

∴∴　∴．　、 

∵軍壇用謳 ��績評語捺∴ ��∴†∴ ∴千 一二∴ �－li 尋 
＼，l－ ���t一 �蝶 

忠 莞憲登F �　∴● 鷲．（、芝－ 〉 ��� �∵ 篭 

∴　－＿●： ��r、、＼／．＿ ′∴青、、皇軍－＿ �� 

一　　jr：べ �� 

宙曇鶴間



0●lIeill鶴軸　学生達の歓迎の踊り

l・＼ ）　　l �岬 � 

懐l �▼　＼ ヲ � 

」事を8 �轟 � 
1 �克 �〉／ 

畠と畠をくっつけるマオiiのあLlきつ

－／“♀ 　　∵ ���� �欝 �鵜 � 

∴●「、∴ ：－∴∴宰 � � � 

÷∴ �� �� � �I i＿j � 
∴∵i �����1 

プ王ア○エIしバーペ字義・－ �������‾霊夢’ �∴∴∴∴ 

3日23日　ManaWatuへ



MMm〃クラブ　3層23回～30回

裏紙プロゲうム

3月23日 �Fe囲ing到着　Welcomemeol 

24日 �lnternotionoIPoc桐CColiedge見学、乗馬1本験、市長訪周 

25，26日 �バスでWe用ngtonツアー 

27日 �Soie　Yordで牛や羊．の5通りをみる∴Horse　Drown　ェro　museum 

28日 �フリーデイ 

29日 �ForeweIIporty 

30日 �帰国 

t章でFllMil義

ミ琵 薄霧誘電轟 

∴一一∵ 　プ：ヽ∴＼ 

We間的t●I



llIl－lrll農蟻

間●ree o“atm era OIel，○

Far●YI●Ll pel・ty

、巾　　　　　　‾、、一一、－＿

料∴÷∴美

園嗣園田謹

6



市長訪問が記事になりました

ExtendingfriendshipfromJapah

ElevenJapaneseFrIendshipForcememberSfrom

the city of AiChi arriVedin FeiIding On Monday

aftemoon．TheviSItorS had traveIIed bytrain from

HamiltonafleraweeklnVlぬikatoandarespending

個s week being hosted by members of the

Manawatu Friendship Force．FriendshiP Force

memberianYoungsaidcommunicationwassimpie

Since aii the grOup SPOke EngiISh．“New

ZeaianderSarefomnatetospeakEngIiSh，aSitIStheianguagemostotherPeOPiesaspiretoleam・But

thatmakesuslazy，”hesaid Theprog「ammefo「theirStayintheManawatuincIudesaweIcomlng

meaiwith aiithe hosts，horSe riding，a ViSittO thelPC and a coach tourto WaIraraPa，a nigh白n

We冊gtontoseetheMonetexhibitIOnatlもPapaandaviSittoLIndaieandFoxtononthewayhome

TheirfarewelidinnerWIlibeattheApitiTavern Mr．Yo…gSaidtheFrIendshipForcecamefroman

idealofformerAmericanPresidentJimmyCarterwhobeiieVedanexchangeinwhichpeopieindI鵬rent

countriesstayedineachotherShomeswouIdbeastept°WardsworIdpeace．

サl－デー



すばらしきニュージーランド

橋本　忠幸
軽飛行機での空中散歩、乗馬。私にとっていずれも初

体験でした。
EDを引き受けての初仕事はNew Zealandの2人の

EDとのメール交換から始まった。

約20回のメール送受信によって準備はやっと整った。

その結果、Mayorの訪問などがある為、計5回のスピ
ーチの機会があることがわかった。日本語で書き、英訳

して加藤八郎さんにみてもらった。メール交換と英作文

は私にとって英語の勉強の良い機会だった。EDだから
こそ頑張れた。軽飛行機の体験飛行はこれまたEDだからこそ実行。普通の観光旅行なら、

高度恐怖症である私は間違いなく辞退。苦労して作ってくれたプログラムをEDがキャンセ
ルしては何が国際交流。意を決して乗った。200－300メートル上空からの挑めば怖かった

が確かに素晴らしかった。2度と出来ないだろう。西部劇が大好きな私は、一度馬に乗って

みたかった。念願がかない、実に爽快、こちらはまた何度でも乗ってみたい。

今回の渡航は励まされ、教えられるホームステイでもあった。ちっとも返事のくれなかっ
たEDのGwenythさんは私の下手なスピーチの後、「良かったよ」と声をかけてくれた。

どれほど勇気付けられたことか。Gl・ahamさんには「身振り手振りと相手の目を見る。それ

と笑顔があれば英語が出来なくても交流は十分＿　と元気付けてもらった。EDのGladysさ

んのご主人のJlmさんは90歳にもかかわらずすべてのイベントに杖を突いて参加し、案内

してくれた。且つ、食後の後片付けは私の皿まで取ろうとしてくださった。Gladysさんは

当然のように見守っていた。真の敬老とは何かよく解かった。いずれも心温まる教訓でした。

生きる喜び・楽しみ…・そこには生きることへの誇りが・…

安藤　龍蔵
初めの訪問地ハミルトンに到着。ところが、ホストは前日から急病。不安な気持ちの中、

歓迎会の席で山田さんと私は代行のロブさんに挨拶。家に着き、彼が一人暮らしであること
を知った。その日、彼は朝4時半に起き、掃除・洗濯、夕食の牛のブロック肉を8時間煮込
んでから、空港に来てくれたのだった。齢74歳。7年前に妻を亡くし、右脚は6回も手術

を受けている。こんなハンディがあるにもかかわらず、急遽、ホストを引き受けてくれた。

彼には、家族が公認するリンという女性がある。彼女は14年前に夫を亡くし、同じFF
ワイカトの会員で72歳。小田さんのホストでもある。彼らの週のスケジュールは、病院の

ボランティア活動に始まり、スイミング、図書館、リハビリ、コーラス、そして週末は二人

で過ごし、日曜日は教会で礼拝するという一週間である。

リターンバンケットの時も、人生を支え合って生きてい

る二人は輝いていた。互いに信じ合い、楽しみや苦しみ、

喜びや悩みを分かち合い・助け合うベストフレンドの
二人から生きることへの誇りを感じた。

今回のニュージーランドの渡航では、齢を重ねなが
らも素晴らしい人生を送っておられる多くのFF会

員の姿に接することができた。自分を含め、高齢化が
話題にあがるFFにあって、齢のみが老いではなく、理

想と希望を持ち続けることの大切さを学んだ交換であった。
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ジョークも同じ感覚で

富岡　ひろみ

このたびの交換は私にとってパーフェク

トのものとなった。2年前に息子達とニュ
ージーランドの観光ツアーを楽しんだが、

その美しさを見れば見るほど観光収入だけ

であるまい人々の生活をとて

も知りたくなっていた

からである。

あちこちで目に

する手入れのいき

届いたリタイアメ

ントヴィレッジ。人

生の責任を果たした

後の親世代の自立の姿を

見るような気がした。

謬講

毎日のようにジョークを共有できたのも

うれしかった。たとえばホストから私が育

てているバラの名前を尋ねられて、私が「ェ

イプラハム」に続く「ダービー」が思い出

せなくて口ごもっていると、「リンカーン」

と言うから、私が「そんな偉いバラはもっ

てないの」と切り返して笑いとなり、また

素人オペラに出演している彼が「マイフェ

アレディ」と言って見せたのは若い美女と

手を組んだ彼の自慢の写真らしい。で、「あ

なたはヒギンズ教授なのね？」と尋ねると

「No，nO，群衆の一人さ」と答えてまた笑

いとなった。ホストの皆さんの気配りや思

いやりなど、とても書ききれるものではな

い。高齢であろうと身体に障害があろうと

出来る範囲でボランティアに参加しようと

するFF NZの人々。心うたれ、多くを学

んだ旅となった。

日常から見たニュージーランド

富岡　正男

お世話になったホストの家は2軒とも我

が家とは比べものにならない大きさで立派

で綺麗でした。内部はきちんと整っていま

すが主の趣味の良さが調度品、生け花そし

てさりげなく置かれた雑誌と新聞

．・＿ヽ
l　＿＿

にもうかがわれました。どう

＼してこうも綺麗にしてお

けるのか不思議です。台

所も同様、冷蔵庫にメモ
i　を貼りつけたり布巾を

／ぶら下げないのです。と

にかくスッキリしていま

す。流しにはdisposerがあり

残飯をボンボン放りこむ。これでいい

のか？とも思いました。

散歩に出れば歩道は広く、並木の大木と

相侯って車の走行音ばかりでなく、視界を

邪魔しない。車を意識しないですむといっ

ていい。朝夕、散歩している人々は顕，爽と

大またで歩いていました。でれでれ歩いて

いませんでした。散歩する環境はうらやま

しいほどです。総じて、FF NZの人たち

もそうですが振る舞いがゆったりしていて

せかせかしたところがありません。見習お

うと思っています。でも我が家の生活の良

さも感じています。朝飯と風呂はやっぱり

日本がいい。

＿＿．〇一〇憂　＿i 

「。う畦、． ∴∴」 　塁婆 　ヽ＿ 

▲it 

ざ1∴∴∴∴高　　　　　　　　一翻醜⑯凋 



WonderfulNewZealand

初めて　FFの旅に参加しました。前回

ミネソタからのアンバサダーの一人をホス

トしたものの、自分がアンバサダーになる

のは初体験でした。ワイカトでは一人だけ

でステイ。マナワッでは二人。趣味のハー

モニカや歌、絵手紙などを総動員して、貧

しい英語を補いながら、何とか気持ちが通

じた時はうれしかった。

今回の旅で、印象に残ったのは、NZの

FFクラブの高齢化。どちらのクラブも70

歳代の平均年齢。中には90歳代の方もみ

えてびっくり。しかしながら　彼らがFFの

活動をアクティブにやってみえることにも

驚いた。又、お世話になった方々のお宅は

とても素晴らしく、高齢でウイドゥでも、

自分のために新しい家を特つということに

も驚いてしまった。日本の考え方とはだい

ぶ違うようだ。又、なんとお相手を亡くし

た人同士が恋人としてお付き合いされてい

ることや、周りの人たちが、それを認めて

いることにも。なんとフランクな人間関係

であることか。一人一人が自立して自分の

人生を楽しんでいるということでしょうか。

又、食べ物にも驚く。バターにチーズ、ミ

ルクに肉類。全くカロリーが多い食材が豊

富に使われる。確かに乳製品の国なのだが、
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小倉　小枝子

そのためか肥った人が目につく。あれは食
べ過ぎということが素人目にもわかる。エ

ネルギー量を減らして、野菜や果物や

植物性蛋白をとればいいのにと思うのだが。

やはり、国の産業育成のためにたくさん食
べる必要があるのだろうか。

もうひとつ違うことは、風景が広々して

いること。国土は日本より少し小さいのだ

が、人口は日本の30分の1。名古屋市の

2倍が国の総人口とは。どこまでも続く牧

草地に見えるのは羊や牛ばかり。そのため

空気はきれいだし、どこでも絵になる風景

が続いている。やはり日本とは違う。

今回の旅はホームステイを通じて、NZ

の成熟した大人の生活をかいま見たり、暮

らし方、考え方、食べ物、交友の仕方など

学ぶべきことが多かった。又、自分の生活

を外から見直すいい機会を持つことができ

た。草の根の国際交流で普通のツアーの旅

では経験できない素晴らしい旅でした。

心配していた股関節痛も杖は使用したも

のの、どうにか、皆さんと行動を共にでき

たことは嬉しかった。NZのFF会員のこと

を思えば、私は残されたたくさんの時を持

っていることに気づかされ、嬉しくなりま

した。



美しい自然と南十字星の国

山田　晴久

今まで何回かホームステイをさせていただいたが　こんなに自然が美しい国は初めてで

ある。日本と比べると人口が極端に少ないせいか　一軒当

たりの土地がものすごく広い。そして車も少ない。みわた

す限り緑である。だから空気がすごく澄んでおいしい。ま

た夜はなんと星がきれいだ。私は昔から南十字星をゆっく

り見たかった。真っ黒な空

無数の星、その中で一段

と輝く南十字星。私は

何度も何度も毎晩ゆ

っくり眺めた。ニュージーランドは新しい国　これとい

った史跡は何もないが今回は本当に自然の良さを堪能

させてくれた。「ニュージーランドでは南の島へ来なくて

は来た（北？）とは言えない」と言われるが次は南の島へ来た＼＼‾二二二里■■r

いです。

ニュージーランドの思い出

加藤　孝子

とうとう今日が最後となりました。その夜も夜空を見上げるとものすごい数の星が頭のす

ぐ上にあります。大小さまざまで　集合している所や散らばっている物とはっきり見えるの

です。本当に星が降ってくる感じです。農場の中ではまわりが暗いので一層美しく輝いてい

るのですね。感激です。　ニュージーランドのホストの皆さま、いろいろな所へ連れて行っ

て下さってありがとうございました。マナワッのイーアンは‘メンズクラブ’と‘プロバス

クラブ’に所属しているのですが　月一回　夜にポトラックパーティが開かれます。6組の

夫婦が順番に　家に招くのです。TV、ラジオ、新聞のニュースから家族、友人、病気、何

でも話して情報交換して親睦を深めています。何を話しているのか全部はわかりませんが、

時々私のほうを振りかえって私を参加させようとしてくれます。とにかくよく笑うことには

驚きます。
ニュージーランドの人々は器用な方が多く、「ワーク

ショップを見せるよ」と案内された隣の家には驚かさ

れました。エンジンのコレクション、整頓された棚は

ボルト、ナットの小箱、ペンキや缶やオイルが並び、

たくさんのスパナ等の道具が　壁につるされていまし

た。　「あなたは鍛冶屋さんですか？」と冗談っぼく

尋ねると「ジャスト　ホビー」とにこにこ誇らしげに　L

答えてくれました。ジムさんは90才です。
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お手本にしたいmWIたちの生活

「どうしてご主人と一緒に来なかった

の？なんで日本においてきたの？」

ワイカト、マナワッ両方のステイ先で、何

人かに質問された。私達は、ほとんどの人

が一人で参加。日本人が、カップルで行動

しないことを不思議に思ったようだ。

マナワッでのこと。私のホストのビアト

リスさん（B）とボーイフレンドの

ロブさんは、お互いにパート

ナーを病気で亡くされた

あと、FFの活動を通して

知り合った。お二人は、

とても仲がよく、毎日、

会っている。彼らの息子さ

んや娘さんも、2人が仲良く

しているのを喜んでいるとのこと

だ。こんなカップルは他にもいて、小倉小

枝子さんのホストも、同じマナワックラブ

のメンバーの中にボーイフレンドがいた。70

歳を超えてからこのように恋人同士のよう

にお付き合いできる関係は、日本では、あま

り聞いたことがない。これは、世間体を気に

するためもあるが、それよりも、多くの男性

が家事全般を女性に頼っているのも一因だ

ろう。私の友人の中に、家を留守にする時は、

ご主人の食事の支度をしてこなければなら

ないという人がいる。こんな状態だから、「女

やもめ」になったら、夫の世話から解放され

て、「花が咲く」のだろうか。B　さんとロブ

さん、小枝子さんのホストとボーイフレンド

を見ていて思ったこと、男性も女性も自立し

て生活しているので、互いに対等で、いいお

付き合いができるのではないのだろうか。

2週目のステイ先、マナワッのホスト、

ヘレンも一人暮らしだった。魚rst・aid－taker

で、救急車でけが人や病人を病院に運ぶ時、
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小田　さえ子

応急処置をするのが仕事で、救急車も運転

する。生き埋めになった人を救助するのは、

体力が必要なので、家には体を鍛えるマシ
ーンが何台かあった。NZの女性は、手芸が

上手で、どの家に行っても、きれいな刺繍

の作品が飾ってある。ヘレンも、アルパカ

や羊の毛を紡いで、毛糸にし、それを染め

て、セーターやマフラーを編んだり、

織機を使って織ったりする。

古い童話に出てくるような

紡ぎ車で、毛を紡いで糸に

するのを見せてくれた。

最も、感動したこと。

NZの人々がボランティア

活動を生活の一部にしている

こと。B　とロブは、教会に行く時

は、足の不自由な近所のお年寄りをピック

アップして教会まで車に乗せてあげていた。

ヘレンも、近くに住むひとり暮らしのお年

寄りを定期的に訪問している。B、ロブ、ヘ

レンは、ボランティアをしているという意

識もなく、自然な行動のように思えた。生

活の中に日課として、お年寄りをサポート

することが位置づけられている。これから

高齢者がどんどん増えていく日本で、こん

なふうに助け合うことができたら、どんな

にいいだろう。また、男女とも、自分ひと

りになっても、自立して生活する力を身に

つけている、そんな社会になってほしい。

私自身、女友達と過ごすのも楽しいが、パ
ートナーである夫をもう少し大切にしたい

と思う。今回が初めてのアウトバウンド参

加だったが、これからの私の生き方を考え

させてくれるNZ渡航だった。同行した方

たちとも親しくなれて、これからもFFの活

動に参加するのが楽しみである。



ニュージーランドの街を歩いて

尾村　忠男

今回は、フリーデイを利用して街を一人歩きさせていただきました。フリーデイの前日の

晩に「明日は一人でウオーキングをしたい」とお願いすると、私の英語力を考えてか大変な

心配のしようで、まるでわが子を初めてのお使いに出す様な感じです。地図でルートの確認

や住所、電話番号を書いて迷ったらこの紙を見せろとか、昼のおやつにはこれを括って行け

とか、細かく注意してくれました。出発の時には、それでも尚心配そうな顔で見送ってくれ

ました。

私も最初は少し不安でしたが、括って行った地図には通りの名前が入っており、交差点に

は通り名の標識があり、まったく迷うことはありませんでした。

一十二二回虫＿＿

囲耳「峠＝ニ

ワイカトリバー、ハミルトンレイク、マナワッリバ
ト‾　－の辺や街の路地などを歩きました。ニュージーラン

ドでは、ウオーキングやサイクリング兼用の道路がよ

く整備されていて、ウオーキング、ジョギング、サイ

クリングの人達とよく出会いました。街の道路は路地

の一本一本まで通りの名前が付いていて、道路脇の緑

地帯は芝生がきれいに刈られています。道路に面した

家の庭には木や花が植えられていて、歩いている人の

目を楽しませてくれます。また、街を歩いている人も親切で、私が地図を片手に歩いている

と、困っていないかと向こうから声をかけてくれます。ウオーキングから帰ると、安心した

のか大喜びで迎えてくれました。私も道中の様子を単語を並べただけの英語と身振り手振り

で説明すると、大げさなジェスチャーで驚いたり、喜んだり一所懸命聞いてくれました。

どちらのホストにも本当の家族のように接して頂き、優しさに包まれた2週間を過ごさせ

て頂きありがとうございました。

素晴らしかっだサプライズ

西村　貴美子

交換一日目、午前中に果樹園訪問、料理交換会を終え、

そのあとのスケジュールはサプライズということで知

らされていませんでした。サプライズってなんだろと思

っているとホストのGwenythさんが隣の座席の私に

「アジアに飛行機を輸出しているのよ」とか「あなたが
一番に乗るのよ」とかいうので何の話をしているのかと

思っていると広い原っぱに車がつきました。小型機が2

機ほどとまっていました。えー？　まさか飛行機に乗る

のでは？それは二人乗りの本当にかわいい小型飛行機でした。言われるままにヘルメットを

着け、ベルトを締め、takeo能　何しろ私が一番乗りなのです。風がびゅんびゅんと顔に当

たりとても心地よく、飛行機が少しずつ高度を上げるにつれ眼下の景色がどんどん小さくな
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って牧場がまるで緑の絨毯を敷き詰めたように見えました。「向こうがハミルトン」とパイ

ロットが指さす先に箱庭のようなハミルトンの町が広がっていました。高度500フィート

（150メートル）、気分はどう？とパイロットに尋ねられ、ただすごい、すごいとしか言

葉がでてこない。青い空、白い雲、緑の絨毯、その上に見える点々とした羊の群れ。思いも

かけない素晴らしいプレゼントでした。たった10分ほどの空中散歩でしたがニュージラン

ドの美しい風景がしっかりと私の眼に焼き付き忘れることのできない思い出になりました。

ニュージーランドホームステイの思い出

小竹　和子

今回、初めて参加させて頂きました。驚くことが多すぎて何を書いてよいのかわかりませ

んがとりあえず・・・

最初に感じたことはNZのFFメンバーが高年齢の方が多いということです。（最年長の

方は90歳とか！）それなのに皆さんとても元気で活動的で　生き生きと暮らしてみえます。

ワイカトでお世話になった77歳の未亡人のアイリンさん、とても元気でおしゃれな婦人で

す。若い時は美術の先生だったそうです。他の家と比べるとあまり大きくありませんでした

が、バスルームが3つもあるのに驚きました。おかげで自分専用のバスルームを使わせて頂

けました。なんだかリッチな気分になります。彼女は料理が得意で毎日おいしい夕食とデザ
ートを用意して頂きました。日本にはデザートの習慣がなく、これこそ外国風だと思いまし

た。家は町なかのワイカトliiの側にあります。だから時間のある時は川沿いを散歩したり、

スーパーへ行ったりしました。

次のステイ先はマナワッです。ホストさんは65歳の一人暮らしのヘレンさんで、小田さ

んと一緒に滞在しました。彼女は今も働いていらっしゃいますが　この1週間　私達のため

に仕事を休まれたそうです。彼女の家はワイカトとは違いとても田舎の一軒家でした。見わ

たす限り草原で、ほかには何もありません。夜は真っ暗になり家の明かり以外何も見えませ

ん。夜、空を見上げれば溢れるような星空に、とても感動しました。日本ではこんなにたく

さんの星は見られません。家には犬一匹、馬三頭、羊二頭をペットとして飼ってみえました

が、おかげで私たちも癒されました。他にも彼女は馬主さんでもあり、そのおかげで私たち

は二度も競馬場へ連れて行ってもらいレースを楽しむことができました。（少しお金をかけ

ましたけどね）又、カーレースにも連れて行って

もらいました。自宅では長靴を履き、芝刈り機に

乗って芝刈りの体験、哺乳瓶で羊にミルクを飲ま

せる体験もさせてもらいました。

何もかもが初めての経験、体験で面白く楽しか

ったです。二週間のホームステイでしたが現地の

人と共に生活し、海外気分を楽しむことができま

した。このような貴重な体験をできたこと、大き

な問題もなく2週間無事過ごせたのは皆さんのお

かげです。ありがとうございました。
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マッチングリスト【waikatoClub】

ED Gwenyth DUNFORD

アンバサダー名 �ホスト名 

1 �橋本　忠幸 �Graham＆MaI・garetGARDEN 

2 �安藤　龍蔵 �Graham＆IunnVOYCEIRobTHOMPSON 

3 �山田　晴久 �同 

4 �富岡　正男 �Keith＆ElizabethBURT 

5 �富岡　ひろみ �同 

6 �西村　貴美子 �GwenythDUNFORD 

7 �小田　さえ子 �BeatriceBRAZENDALE 

8 �小竹　和子 �EileenBEECH－KELIX 

9 �小倉　小枝子 �LoisMUNDELL 

10 �尾村　忠男 �Athol＆NoreenMCLACHLAN 

11 �加藤　孝子 �Ken＆MelvaSOLE 

マッチングリスト【Manawat，uClub】

ED Gladys SFALL

アンバサダー名 �ホスト名 �デイホスト名 

1 �橋本　忠幸 �Gladys＆JimSPALL �WilfMOFFAT 

2 �安藤　龍蔵 �Esmae＆DavidSTROUD �Brian＆RosalieHUNTETR 

3 �山田　晴久 �同 �同 

4 �富岡　正男 �BarIy＆JoyceMELODY �Henk＆MidgeJANSSEN 

5 �富岡　ひろみ �同 �同 

6 �西村　貴美子 �HelenQUENNELL �BettySANSON 

7 �小倉　小枝子 �同 �MargaretHUMPHREYS 

8 �小田　さえ子 �HelenSTENT �Keith＆MargaI・etMORRISS 

9 �小竹　和子 �同 �同 

10 �尾村　忠男 �Grahan＆ElaineWII∬ON �Keith＆IJSleyCLARK 

11 �加藤　孝子 �Ian＆DianneYOUNG �GladysSPALL 
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